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高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
オ
フ
ィ
ス
、
工
場
…
…

急
成
長
す
る
武
漢
、重
慶
、成
都

最
新
現
地
報
告

瀬せ
ぐ
ち口　

清き
よ
ゆ
き之

（
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
）

中
国
内
陸
部
が
成
長
を
加
速
し
て
い
る
。

そ
の
中
心
地
で
あ
る
武
漢
、
重
慶
、
成
都
を
歩
い
た
。

エコノミスト
リポート

中
国
の
２
０
１
０
年
の
経
済
成
長
率

は
10
・
３
％
と
、
07
年
以
来
３
年

ぶ
り
の
２
ケ
タ
成
長
を
達
成
し
た
。
こ
の

成
長
を
リ
ー
ド
す
る
の
は
投
資
、
消
費
の

両
輪
か
ら
な
る
内
需
で
あ
り
、
そ
れ
を
支

え
る
主
役
は
、
09
年
以
降
と
く
に
目
覚
ま

し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
内
陸
部
の
経
済

発
展
で
あ
る
。

　

筆
者
は
昨
年
末
に
内
陸
部
の
主
要
都
市

で
あ
る
武
漢
（
湖
北
省
の
省
都
、
沿
海
部

か
ら
約
７
０
０
㌔
）、重
慶
（
省
レ
ベ
ル
の

直
轄
市
、同
約
１
５
０
０
㌔
）、成
都
（
四

川
省
の
省
都
、
同
約
１
７
０
０
㌔
）
を
訪

問
し
、
地
元
の
政
府
機
関
や
日
本
企
業
の

現
地
責
任
者
等
と
面
談
し
て
、
改
め
て
内

陸
部
の
発
展
の
力
強
さ
を
実
感
し
た
。

押
し
寄
せ
る
オ
フ
ィ
ス
、住
宅

近
代
的
工
場
群

　

08
年
秋
以
降
の
世
界
金
融
危
機
の
影
響

を
受
け
、
従
来
、
中
国
の
経
済
発
展
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
沿
海
部
主
要
都
市
で
は
輸

出
が
大
き
く
落
ち
込
み
、
成
長
率

が
低
下
し
た
。
一
方
、
内
陸
部
は

輸
出
比
率
が
極
め
て
低
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
世
界
金
融
危
機
の
影
響

は
軽
微
だ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て

世
界
金
融
危
機
へ
の
対
応
策
と
し

て
発
動
さ
れ
た
４
兆
元
（
約
50
兆

円
）
の
財
政
刺
激
策
な
ど
強
力
な

経
済
対
策
に
よ
り
、
む
し
ろ
経
済

発
展
が
加
速
し
、
成
長
率
が
沿
海

部
地
域
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

地
域
別
の
経
済
成
長
率
の
推
移
（
図
）

を
見
れ
ば
、
08
年
以
降
、
内
陸
部
の
成
長

率
が
沿
海
部
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
状

況
が
明
ら
か
で
あ
る
。
沿
海
部
を
代
表
す

る
江
蘇
省
、
浙
江
省
、
広
東
省
と
内
陸
部

を
代
表
す
る
湖
北
省
、
四
川
省
、
重
慶
市

を
比
較
す
る
と
、
04
年
ま
で
は
、
沿
海
部

３
省
の
成
長
率
が
内
陸
部
３
省
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
た
。

　

05
〜
07
年
に
か
け
て
そ
の
差
が
縮
小
。

08
年
以
降
、
沿
海
部
は
成
長
率
が
大
幅
に

鈍
化
し
た
が
、
内
陸
部
は
小
幅
な
変
化
に

と
ど
ま
っ
た
後
、
さ
ら
な
る
高
成
長
を
実

現
し
た
（
四
川
省
の
成
長
率
が
08
年
に
大

き
く
低
下
し
た
の
は
大
地
震
の
影
響
に
よ

る
）。

　

今
回
の
訪
問
地
の
う
ち
、
武
漢
と
重
慶

は
約
１
年
前
に
も
訪
問
し
た
が
、
１
年
の

間
に
街
の
風
景
が
様
変
わ
り
し
、
街
中
が

工
事
現
場
に
な
っ
て
い
た
。
自
動
車
の
販

売
台
数
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
交
通
渋

滞
が
顕
著
に
増
加
し
た
。
と
く
に
武
漢
は

相
対
的
に
交
通
量
が
少
な
い
日
中
の
午
後

の
時
間
帯
で
す
ら
市
内
20
㌔
弱
の
移
動
に

車
で
往
復
２
時
間
も
か
か
り
、
午
前
、
午

後
に
各
１
社
ず
つ
し
か
訪
問
で
き
な
い
ほ

ど
深
刻
だ
っ
た
。
鉄
道
が
あ
れ
ば
利
用
し

た
か
っ
た
が
、
現
在
地
下
鉄
が
建
設
中
で

11
年
以
降
順
次
完
成
予
定
で
あ
る
。
空
港

か
ら
市
内
中
心
部
ま
で
の
高
速
道
路
も
建

設
中
で
使
用
で
き
ず
、平
均
70
分
か
か
る
。

11
年
６
月
に
高
速
道
路
が
完
成
す
る
と
、

所
要
時
間
は
ほ
ぼ
半
分
に
な
る
と
タ
ク
シ

ー
の
運
転
手
が
教
え
て
く
れ
た
。

　

地
下
鉄
や
高
速
道
路
の
建
設
に
加
え
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
も
す
さ
ま
じ
い
。
武
漢
市
内
は
ど

こ
へ
行
っ
て
も
工
事
現
場
の
土
ぼ
こ
り
が

も
う
も
う
と
舞
い
上
が
っ
て
い
た
。
重
慶

の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
そ
れ
を
上
回
る
。
す

で
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ぶ
市
街
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地
の
周
辺
部
に
新
た
な
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

群
が
完
成
し
て
い
た
。

　

ど
れ
も
完
成
し
た
ば
か
り
で
真
新
し

い
、
１
年
前
に
は
な
か
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

ば
か
り
だ
。
そ
の
横
で
さ
ら
に
建
設
中
の

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
て
い
る
。
市

の
中
心
部
を
流
れ
る
嘉
陵
江
を
挟
ん
で
市

街
地
の
対
岸
に
は
10
年
６
月
に
国
務
院
に

よ
り
正
式
決
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
両
江
新

区
が
見
え
る
。
上
海
浦
東
新
区
、
天
津
濱

海
新
区
に
次
ぐ
中
国
第
３
の
国
家
級
開
発

開
放
新
区
だ
。
1
年
前
は
丘
を
切
り
崩
し

て
更
地
に
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
が
、
今

や
高
層
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
住
宅
が
立
ち

並
び
始
め
て
お
り
、
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で

い
る
内
陸
部
最
重
点
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
勢
い
を
実
感
し
た
。

　

成
都
を
訪
ね
た
の
は
３
年
ぶ
り
だ
。
08

年
５
月
の
大
地
震
か
ら
２
年
半
以
上
た

つ
。
復
興
の
状
況
を
確
か
め
る
た
め
に
被

害
が
大
き
か
っ
た
都と
こ
う
え
ん

江
堰
地
区
へ
向
か
っ

た
。
市
内
か
ら
車
で
１
時
間
ほ
ど

だ
。
同
地
域
の
復
興
は
か
な
り
進

ん
で
い
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
崩

れ
た
壁
や
窓
な
ど
が
修
理
中
の
空

き
家
や
、
住
宅
等
が
取
り
壊
さ
れ

た
後
の
空
き
地
が
目
立
つ
な
ど
、

地
震
の
傷
跡
は
残
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
都
江
堰
地
区
へ

の
往
復
の
際
に
道
路
か
ら
見
た
風

景
は
３
年
前
と
は
別
世
界
だ
っ

た
。
道
路
は
成
都
市
の
西
側
に
位

置
す
る
開
発
区
の
真
ん
中
を
貫

く
。
３
年
前
に
こ
こ
を
通
っ
た
時
、
道
路

の
両
側
に
は
ほ
と
ん
ど
何
も
な
か
っ
た

が
、
今
は
10
㌔
以
上
に
わ
た
っ
て
延
々
と

近
代
的
な
工
場
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
外

資
系
企
業
も
多
く
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

自
動
車
、
バ
イ
オ
・
製
薬
等
の
企
業
が
目

に
つ
い
た
。

　

近
年
の
進
出
企
業
と
し
て
は
、
自
動
車

で
は
ト
ヨ
タ
や
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

（
独
）、バ
イ
オ
企
業
で
は
康
弘
、地
奥
（
中

国
）
な
ど
が
あ
る
。
成
都
市
投
資
促
進
委

員
会
に
よ
る
と
、
昨
年
は
特
に
優
良
企
業

の
進
出
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
富
士
康
（
台
湾
）、

レ
ノ
ボ
（
中
国
）、テ
キ
サ
ス
イ
ン
ス
ツ
ル

メ
ン
ツ
（
米
国
）
な
ど
が
進
出
を
決
め
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

若
年
層
を
引
き
つ
け
る

低
価
格
住
宅
と
賃
金
上
昇

　

武
漢
、
重
慶
、
成
都
の
３
都
市
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
大
学
が
集
中

し
、
優
秀
な
人
材
が
豊
富
な
点
で
あ
る
。

ま
た
、
沿
海
部
に
比
べ
て
生
活
費
、
住
宅

価
格
が
安
い
。
食
費
は
沿
海
部
の
ほ
ぼ
半

額
で
あ
る
。
住
宅
価
格
は
北
京
、
上
海
の

市
街
地
で
は
１
平
方
㍍
当
た
り
３
万
〜
４

万
元
（
約
40
万
〜
50
万
円
）
で
あ
る
の
に

対
し
、
重
慶
は
６
０
０
０
元
、
武
漢
は
７

０
０
０
元
、
成
都
が
８
０
０
０
〜
１
万
元

で
あ
る
。
重
慶
で
は
、
農
民
工
や
大
卒
若

年
労
働
者
向
け
に
市
価
の
半
額
と
い
う
低

価
格
賃
貸
住
宅
も
建
設
中
で
あ
る
（
12
年

ま
で
に
３
０
０
０
万
平
方
㍍
を
完
成
さ

せ
、
数
十
万
戸
を
入
居
さ
せ
る
計
画
）。

　

中
国
で
は
住
宅
購
入
が
結
婚
の
前
提
と

な
る
習
慣
が
あ
る

た
め
、
新
居
購
入

の
た
め
に
転
職
し

て
沿
海
部
か
ら
内

陸
部
に
引
っ
越
す

例
も
あ
る
ほ
ど

だ
。
こ
れ
か
ら
住

宅
購
入
を
考
え
る

若
い
世
代
に
と
っ

て
、
内
陸
部
は
魅

力
的
で
あ
る
。
賃

金
水
準
は
沿
海
部

よ
り
低
い
が
、
最

近
の
外
資
系
企
業

の
内
陸
進
出
ラ
ッ

シ
ュ
の
影
響
で
、

以
前
は
大
卒
初
任

給
で
２
倍
以
上
あ

っ
た
賃
金
格
差

が
、
最
近
は
２
〜
３
割
に
ま
で
縮
小
し
て

い
る
。
農
民
工
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
格

差
が
１
〜
２
割
ま
で
縮
小
し
て
い
る
。

　

成
都
で
新
規
採
用
を
行
っ
て
い
る
台
湾

系
電
子
機
器
Ｏ
Ｅ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
の
フ
ォ
ッ

ク
ス
コ
ン
（
富
士
康
）
が
農
民
工
向
け
に

オ
フ
ァ
ー
し
て
い
る
賃
金
レ
ベ
ル
は
、
沿

海
部
に
あ
る
同
社
の
広
州
工
場
と
同
じ
月

２
０
０
０
元
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

社
の
武
漢
工
場
の
レ
ベ
ル
は
、
２
２
０
０

〜
２
８
０
０
元
と
沿
海
部
を
上
回
っ
た
。

　

以
上
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
卒
、
農
民
工

と
も
今
後
ま
す
ま
す
内
陸
部
で
の
就
職
志

向
が
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ

（注）2010年は１～９月の前年比。実線が沿海部。破線が内陸部
（出所）ＣＥＩＣ
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に
伴
い
労
働
力
確
保
の
た
め
に
内
陸
部
に

進
出
す
る
外
資
系
企
業
が
今
後
も
増
加
し

続
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

発
展
支
え
る

交
通
イ
ン
フ
ラ

　

以
上
の
よ
う
な
内
陸
部
の
目
覚
ま
し
い

発
展
ぶ
り
を
支
え
て
い
る
の
は
、
①
交
通

イ
ン
フ
ラ
建
設
に
よ
る
交
通
・
物
流
網
の

改
善
、
②
都
市
・
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
支
え
る
都
市
化
の
進
展
、
③
産
業
集
積

の
拡
大
が
生
み
出
す
雇
用
機
会
の
増
大
と

賃
金
上
昇
─
─
の
３
点
で
あ
る
。

　

こ
の
３
点
に
つ
い
て
、
武
漢
、
重
慶
、

成
都
に
お
け
る
現
在
の
具
体
的
な
状
況
を

説
明
し
た
い
。

　

第
１
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
例
を
挙

げ
れ
ば
、
武
漢
、
重
慶
を
要
衝
地
と
し
て

建
設
が
進
む
最
高
時
速
３
５
０
㌔
前
後
の

高
速
鉄
道
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
武
漢
─

広
州
間
（
09
年
12
月
開
通
）、武
漢
─
上
海

間
（
10
年
12
月
開
通
）
が
完
成
し
た
。
い

ず
れ
も
以
前
は
10
時
間
を
要
し
て
い
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
時
間
、
４
時
間
に
短
縮

さ
れ
た
。
今
後
数
年
以
内
に
、
武
漢
や
重

慶
と
上
海
、
西
安
、
広
州
、
北
京
等
を
結

ぶ
高
速
鉄
道
が
続
々
と
開
通
す
る
予
定
だ
。

　

第
２
の
都
市
化
の
進
展
に
つ
い
て
は
、

武
漢
、
重
慶
、
成
都
の
よ
う
な
中
核
都
市

と
そ
の
周
辺
の
中
小
都
市
と
の
間
で
交

通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
有
機
的

な
連
携
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
核

都
市
と
周
辺
都
市
の
役
割
分
担
と
し
て

は
、
環
境
に
優
し
い
ハ
イ
テ
ク
産
業
や
金

融
、
情
報
、
物
流
等
の
基
盤
的
サ
ー
ビ
ス

業
を
中
核
都
市
に
集
中
さ
せ
、
周
辺
都
市

の
産
業
が
そ
れ
を
活
用
す
る
形
で
分
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
３
の
産
業
集
積
形
成
と
雇
用
創
出
に

つ
い
て
は
、
３
都
市
の
発
展
ぶ
り
に
見
ら

れ
る
通
り
で
あ
る
。

　

と
く
に
最
近
進
出
ラ
ッ
シ
ュ
が
目
立
っ

て
い
る
の
は
３
都
市
す
べ
て
に
進
出
し
て

い
る
フ
ォ
ッ
ク
ス
コ
ン
や
重
慶
に
進
出
し

た
イ
ン
ベ
ン
テ
ッ
ク
、
ク
ァ
ン
タ
（
広
達
電

脳
）、エ
イ
サ
ー
（
宏
碁
）
と
い
っ
た
台
湾

系
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

各
社
と
も
さ
ら
に
、
１
工
場
の
従
業
員

規
模
が
数
万
人
か
ら
10
万
人
に
達
す
る
巨

大
工
場
の
建
設
を
数
年
以
内
に
計
画
し
て

い
る
。
３
都
市
の
市
政
府
は
そ
う
し
た
巨

大
工
場
に
適
し
た
工
業
用
地
を
優
先
的
に

斡
旋
す
る
ほ
か
、
従
業
員
宿
舎
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
生
活
関
連
イ
ン
フ
ラ

の
建
設
に
も
配
慮
す
る
な
ど
、
円
滑
な
進

出
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。

政
府
が
主
導
す
る

秩
序
あ
る
成
長

　

こ
う
し
た
内
陸
部
の
目
覚
ま
し
い
経
済

発
展
は
当
面
止
ま
り
そ
う
も
な
い
。

　

今
年
か
ら
15
年
ま
で
の
５
年
間
の
経
済

政
策
の
基
本
方
針
と
な
る
第
12
次
５
カ
年

計
画
建
議
（
骨
子
）
が
、
昨
年
10
月
の
中

国
共
産
党
第
17
期
党
中
央
委
員
会
第
５
回

全
体
会
議
（
５
中
全
会
）
で
採
択
さ
れ
、

引
き
続
き
内
陸
部
の
発
展
に
重
点
が
置
か

れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
内
陸
部
の
経

済
発
展
に
か
か
わ
る
主
な
政
策
方
針
は
以

下
の
４
点
で
あ
る
。

　

第
１
に
、
地
域
経
済
の
相
互
補
完
的
発

展
の
促
進
（
地
域
発
展
総
合
戦
略
）
で
あ

る
。
従
来
、
中
国
の
都
市
は
相
互
連
携
意

識
が
希
薄
で
、
各
都
市
が
バ
ラ
バ
ラ
に
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
た
。
今
後
は
そ

れ
を
改
め
、
地
域
の
中
核
大
都
市
が
周
辺

中
小
都
市
の
産
業
集
積
形
成
を
リ
ー
ド
す

る
と
と
も
に
、
地
域
内
の
都
市
（
産
業
集

積
地
）
相
互
間
の
有
機
的
連
携
を
意
識
し

た
開
発
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
。
こ
れ
は
秩
序
あ
る
都
市
化
の
推
進
に

も
つ
な
が
る
。

■中国
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た
と
え
ば
武
漢
市
で
は
、
都
市
人
口
の

適
正
規
模
を
１
５
０
０
万
人
（
現
在
９
１

０
万
人
）
と
す
る
と
と
も
に
、
人
口
密
度

が
急
上
昇
し
な
い
よ
う
、
産
業
集
積
地
域

を
拡
大
し
、
人
口
を
周
辺
の
中
小
都
市
に

分
散
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
武
漢
市
と
周
辺
８
都
市
と
の
間
を

交
通
物
流
網
で
結
び
、
相
互
補
完
的
な
発

展
の
促
進
を
目
指
し
て
い
る
。

　

第
２
に
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
発
展

の
促
進（
地
域
特
性
活
用
戦
略
）で
あ
る
。

た
と
え
ば
重
慶
に
は
以
前
か
ら
自
動
車
、

石
油
化
学
、
重
電
等
の
重
厚
長
大
型
産
業

が
多
い
一
方
、
成
都
に
は
電
子
産
業
が
集

中
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
産
業

特
性
を
活
用
、
強
化
す
る
方
向
を
意
識
し

な
が
ら
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
産
業
集
積
形

成
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
重
慶
市
の
両
江
新
区
や
武
漢
市

の
東
湖
ハ
イ
テ
ク
技
術
開
発
区
で
は
現
在

の
良
好
な
環
境
の
保
護
を
重
視
し
、
自
然

林
や
湖
等
の
自
然
環
境
を
維
持
す
る
形
で

開
発
を
進
め
て
い
く
。

　

第
３
に
、国
土
の
効
率
的
活
用
で
あ
る
。

中
核
都
市
に
は
金
融
、
貿
易
、
物
流
、
外

資
系
大
企
業
等
、
周
辺
都
市
が
共
通
し
て

利
用
で
き
る
産
業
を
集
中
さ
せ
る
。一
方
、

周
辺
の
中
小
都
市
で
は
中
核
都
市
の
産
業

に
関
連
す
る
部
品
工
場
や
そ
れ
に
付
随
す

る
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
発
展
さ
せ
、
雇
用
吸

収
力
を
高
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
中
小

都
市
間
の
機
能
分
化
と
有
機
的
連
携
を
促

進
す
る
。

　

第
４
に
、
人
と
自
然
の
調
和
と
共
生
を

重
視
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
長
期
計
画
に
基
づ
い
て

イ
ン
フ
ラ
建
設
、
都
市
化
の
推
進
、
産
業

集
積
形
成
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
盲
目
的
な

重
複
投
資
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
今
後
も
内
陸
部
の
力
強
い
経
済
発
展

が
促
進
さ
れ
、
高
成
長
が
持
続
す
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
企
業
の
課
題

　

最
後
に
、
内
陸
部
の
経
済
発
展
が
今
後

も
継
続
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
状
況

下
、
昨
年
以
降
、
日
本
企
業
の
第
４
次
対

中
投
資
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
い
る
。
そ
の

特
徴
は
、
①
サ
ー
ビ
ス
産
業
中
心　

②
中

国
国
内
市
場
で
の
販
売
拡
大
狙
い　

③
内

陸
部
へ
の
注
目
が
高
い
─
─
こ
と
で
あ

る
。

　

従
来
は
中
国
で
製
造
し
て
海
外
に
輸
出

す
る
加
工
貿
易
型
生
産
の
た
め
の
投
資
が

日
本
の
対
中
投
資
の
中
心
だ
っ
た
が
、
今

回
の
第
４
次
ブ
ー
ム
で
は
、
そ
の
よ
う
な

加
工
貿
易
型
生
産
の
た
め
の
新
規
投
資
案

件
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心

は
、
中
国
国
内
市
場
に
お
け
る
販
売
で
あ

る
。
し
か
し
、
中
国
の
国
内
市
場
、
と
く

に
内
陸
部
市
場
の
開
拓
は
、
日
本
人
だ
け

で
は
難
し
い
。
優
秀
な
中
国
人
パ
ー
ト
ナ

ー
と
緊
密
な
協
力
関
係
を
構
築
し
、
中
国

人
の
人
脈
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な

け
れ
ば
、
中
国
国
内
市
場
に
お
け
る
シ
ェ

ア
拡
大
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
そ
れ
を
成
功

さ
せ
る
に
は
、
現
地
経
営
陣
へ
の
権
限
委

譲
と
迅
速
な
意
思
決
定
、
そ
し
て
現
地
責

任
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
う
し
た
経
営
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材

を
配
置
し
、
本
社
と
現
地
と
の
緊
密
な
連

携
、
十
分
な
権
限
委
譲
、
迅
速
な
判
断
が

揃
っ
て
初
め
て
市
場
開
拓
が
可
能
と
な

る
。

　

し
か
し
、
ま
だ
多
く
の
日
本
企
業
で
は

そ
れ
を
実
現
で
き
て
い
な
い
。
日
本
企
業

に
と
っ
て
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
。

■中国


